
別紙 

「水質基準に関する省令の制定及び水道法施行規則の一部改正等並びに水道水質管理における留意事項について」（平成15年10月10日付け健水発第

1010001号）新旧対照表 

（下線の部分は改正部分） 

改正後（新） 改正前（旧） 

別添４ 

 

水質管理目標設定項目の検査方法 

 

（平成15年10月10日付け健水発第1010001号） 

（最終改正 令和７年３月26日） 

 

環境省水・大気環境局 

環境管理課 

別添４ 

 

水質管理目標設定項目の検査方法 

 

（平成15年10月10日付け健水発第1010001号） 

（最終改正 令和６年３月21日） 

 

厚生労働省健康・生活衛生局 

水道課 

 ―目次―  ―目次― 

目標１～31 （略） 

別添方法１～25 （略） 

別紙１～３ （略） 

※ 本紙中、「検査方法告示」は平成15年厚生労働省告示第261号（最終改正令

和７年環境省告示第25号）「水質基準に関する省令の規定に基づき環境大臣が定

める方法」をいい、「残留塩素検査方法告示」は平成15年厚生労働省告示第318

号（最終改正令和４年厚生労働省告示第133号）「水道法施行規則第17条第２項

の規定に基づき環境大臣が定める遊離残留塩素及び結合残留塩素の検査方法」をい

う。 

目標１～31 （略） 

別添方法１～25 （略） 

別紙１～３ （略） 

※ 本紙中、「検査方法告示」は平成15年厚生労働省告示第261号（最終改正令

和６年厚生労働省告示第99号）「水質基準に関する省令の規定に基づき厚生労働

大臣が定める方法」をいい、「残留塩素検査方法告示」は平成15年厚生労働省告

示第318号（最終改正令和４年厚生労働省告示第133号）「水道法施行規則第17

条第２項の規定に基づき厚生労働大臣が定める遊離残留塩素及び結合残留塩素の

検査方法」をいう。 



別添５ 水質基準項目の測定精度 

水質検査の実施に当たっては、原則として基準値の10分の１（ただし、非イオン

界面活性剤の固相抽出―吸光光度法については４分の１）まで測定すること。この

場合において、基準値の10分の１（ただし、非イオン界面活性剤の固相抽出―吸光

光度法については４分の１）付近における値の変動が下表の変動係数で示す値以下

となるよう精度を確保すること。 

 項    目 基準値 検 査 方 法 変動係数 

１～45 （中略） （中略） （中略） （中略） 

46 有機物（全有機炭素
（ＴＯＣ）の量） 

３mg／Ｌ
以下 

全有機炭素計測定法 
連続自動測定機器による全有機
炭素計測定法 

20％ 
20％ 

47～51 （中略） （中略） （中略） （中略） 
 

別添５ 水質基準項目の測定精度 

 水質検査の実施に当たっては、原則として基準値の10 分の１（ただし、非イオ

ン界面活性剤の固相抽出―吸光光度法については４分の１）まで測定すること。こ

の場合において、基準値の10 分の１（ただし、非イオン界面活性剤の固相抽出―

吸光光度法については４分の１）付近における値の変動が下表の変動係数で示す値

以下となるよう精度を確保すること。 

 項    目 基準値 検 査 方 法 変動係数 

１～45 （中略） （中略） （中略） （中略） 

46 有機物（全有機炭素
（ＴＯＣ）の量） 

３mg／Ｌ
以下 

全有機炭素計測定法 
 
 

20％ 

47～51 （中略） （中略） （中略） （中略） 
 

 


